研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　職　種　介護福祉士　　氏　名　吉田恵美

	期　　間　　平成19年8月31日　～　平成19年9月1日　3日間

	出張目的　　平成19年度ボランティアコーディネーター養成セミナー

	出 張 先　　青森県総合社会教育センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　3日間、平成19年度ボランティアコーディネーター養成セミナーへ参加しました。3年計画で進めてきたセミナーであり、今度最後のセミナーでした。

　参加者は、33名。主に社会福祉協議会の方、民生委員、一般の方、施設で窓口になっている方で、十和田や三沢、平川市など様々なところから来ていました。

　私は、今の部署なって一年前から南山苑のボランティアの窓口「たんぽぽの会」を担当しています。

ボランティアを受け入れる側であり、ほとんどが高校生を対象としています。決まった時期に呼びかけ、他のボランティア団体を呼びかけるという事がありませんでした。

　この研修に参加して、一番胸が痛かった事は、「ボランティアさんは、職員の賄い手ではない！職員側は、ボランティアをいいように勝手につかっていることがある。この日は、職員が少ないからボランティアを呼ぼう…」ということをボランティア相談員の小田切氏より言われたときです。当施設側では、南山苑という所を少しでも知ってもらう、高齢者との交流を図ってもらうことをも目的としています。

実際ボランティアさんとは、挨拶を交わすだけでほとんど会話をかわしたことがありません。受け入れ側にしてみれば、小田切氏が話していたことは、「そんな事は思って呼びかけていない！」と思いつつも、どっかでそんな風に思っていたかもしれない自分に情けないと感じ、これからのことを考えさせられました。また、施設全体でボランティアとはどういう意味なのかお互いに理解を深め、ボランティアさんに接していきたい、地域の皆さんと交流を持っていきたいと感じました。

今後、ボランティア受け入れマニュアルを参考にし、八戸社会福祉に足を運び、どんなボランティア団体が現在いるのか把握した上で、社会福祉協議会の方と交流を持ちながらボランティアを充実させていきたいと考えています。この研修は、いろいろな方と出会え、充実した3日間でした。

【研修1日目】

　ＮＰＯ推進青森会議　常務理事　三上亨氏による「ボランティアコーディネーター概論」～ミッション・人材・資産～についての講義と演習が行われました。…添付資料①

　ここでは、ボランティアの意味、ＮＰＯに関する事を学ぶ事が出来ました。

　ボランティアをする内容で、居室の清掃、環境整備などがあります。しかし、ボランティアをする側にしてみれば、行ってもつまらないという気持ちになり、ボランティアにこなくなってしまいます。ほとんどの施設が、清掃の手伝いのボランティが多く見られます。そうではなく、例えば、絵を描く事を教えるボランティア、囲碁や将棋を教えるボランティアなどボランティアをする側・される側の双法が感情を持ち、共感しあえることが、大切である。

　また、ボランティアがやりたい事を受け入れ、無数の選択肢を与え、外部の方々が入ることによって、職員の意識、施設の明るさなどが変わってくるのではないかと考えられる。施設全体で組織側も考えてみるべきである。

　演習では、8名（民生委員・老健事務・相談員・社会福祉協議会・子供に関するボランティアに参加する方々）のグループを作り、自分の所属する組織のボランティアマネジメントの良いところ、悪いところを挙げ、理想とするボランティアマネジメントを挙げ話し合いました。挙がった項目は、以下の点である。

悪いところ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良いところ
・施設側の広報が出来ていない　　　　　　　　　　　　　・ボランティアが協力的である

・段取りが悪い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・定期的に集まる

・事前の説明が出来ていない　　　　　　　　　　　　　　・色々な方との出会いがある

・選択肢が少ない

・職員不足

・平日に限られる

理想

・ニーズの把握（年齢層によって違いがある）

・情報提供

・情報収集

・自発的

・年代

・ＰＲ

・双法の共通理解

・「また来るよ！」という体制作り

　理想＝目標であり、良いところ・悪いところ＝現状分析である。

　改善するだけでなく、まずは目標を立て、組織の中で議論していくべきであると考える。

　組織の定義、組織3大要素とは、共通目的・貢献意思・コミュニケーションである。

　次に、さわやか福祉財団　理事長　堀田力氏による公開講演が行われました。

　これは、高校生から一般の方も参加されていました。ボランティアの立ち上げからボランティアをコーディネートしていく中での豊富な貴重な体験を語ってくれました。

　講演の中で、ボランティアをしたいけど、何をしたいのか分からないで来る人もいるという。そういう人には、その人が昔やりたかった事、昔やっていた事など青春時代を上手く引き出し、コーディネートしていくとよいとお話していました。

【研修2日目】

　華頂短期大学　名賀亨氏による「ボランティア企画のスキルアップⅠ・Ⅱ」についての講義と演習が行われました。…添付資料②

　・ボランティアの一番重要な要素は、自発性と社会性である。

　・色々な人と出会い、感じて協働していく。

　・出会う場面と感じる場面を作って上げる。

上記の三点を考えながら、プログラムを企画していく。

自発性

　例えば、出来る人と出来ない人がいる。

　出来る人は、出来ない人に勝手に教えたり、教えあいをする。この「勝手」が自発性となる。

社会性

　例えば、駅のホームの階段前で車椅子の人が、登れないで立ち往生しているとする。そのときどうするのか？

1 声をかけて手伝う

2 手伝いたいと思うが、恥ずかしくて声を掛けれない

3 誰かが手伝ってくれるだろうとほっとく

車椅子の人にとっては、当たり前の日常生活なのに、声をかけずに通り過ぎる人がいる。これは、社

会的問題であると名賀氏はいう。

演習では、ボランティア活動プログラムを企画する上での仕組みを学びました。3つのグループ（①～③）にわかれました。






・黒い矢印では、受け入れ側のニーズがあり、求めやすく、プログラムを形成しやすい。

・青い矢印では、個人もしくは施設側が一人で直接企画したり、呼びかけたりするよりも、（太い青矢印）中間支援を通して、相談しながら市民らへ呼びかけたほうが良い。

・ピンク矢印では、市民・ボランティア活動している人が、受け入れ側へ提案していく。受け入れ側は、その提案にあわせてニーズを考えていく。ワークキャンプのやり方は、これに近い。

大きく3つのやり方がある。

　

　次に7名（社会福祉協議会・一般・相談員・精神科病院）のグループになり、私たちが気になる事を挙げていきました。

・職員の意識不足

・マニュアルがない

・行事のマンネリ化

・職員不足

・ボランティアが固定されている

・ボランティア情報がない

・ボランティア自身のマナーがなっていない

・ボランティア自身の研修会がない

・ボランティア自身の意識の低下

・ボランティアの情報交換

・ボランティアとの交流

・ボランティアとの研修会

私たちが気になる事（社会的課題）＝原因や背景であり、まずは、原因を探ってみる。そうすることによって、だからこんなボランティアをしよう、ボランティアにこんなことをして欲しいということがわかってくる。

【研修3日目】

コーディネーターとして働いている4名の方より、シンポジウムが行われました。…添付資料③

ボランティア相談員として働く小田切氏から以下のようなお話がありました。

・コーディネーターは、悩み・相談役が多い。相手の話をよく聞く。

・ボランティアに必要以上に手を貸さない。時には見守ることも大事である。

・本人が抱えている悩みを第三者的立場で違う方向に持って行く事で、別な解決策が見つかる事もある。

・地域の方のスキル（特技）を活かして繋げていく事も大事である。

ボランティアコーディネーターは、相手の話をよく聞き、受け止めることが一番大事である。ボランティアに関する相談、情報以外でも、常にアンテナを張って様々な情報をキャッチしていく事も大事である。参加の仕方は違うが、目的は一緒であり、それを理解する事も重要である。







×





③受け入れ側（10人）





　・個人で呼びかける





　・施設、ＮＰＯ、団体


　　で呼びかける





②中間支援・コーディネートしている人（12人）





①市民・ボランティア活動をしている人（13人）
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